研究計画書の書き方
研究生の選抜では、①成績証明書、②卒業証明書、③日本語能力試験結果、④履歴書によりあなたの学力、日本語力、経歴などを判定します。
また⑤研究計画書で、あなたの研究者として有するべき基本知識や能力、将来の可能性を判定します。研究計画書の書き方の本を一読した上で書くことを強くお勧めします。
＜研究計画書作成上の注意＞
①明確で実行可能な研究目的と研究計画であること
②あなたが研究目的を共有する先行研究を読んだ上で、残された課題が抽出され、自身の研究課題を明示していること
③先行研究の中から、適切な方法論（理論、研究方法、分析方法）を抽出していること
④あなたがこの計画を遂行するに足る基礎知識と研究能力を有していること
⑤あなたの研究分野が私の研究分野と一致しており、ともに研究を進めていくスタッフとなりうること
＊研究計画は日本語で以下の書式に合わせて作成（A4で２枚程度）してください。
＜書式＞
	研究の背景・動機
	あなたがこの研究を行おうと考えた背景・動機（Background）について書いてください。

	研究目的
	具体的に何をしようとしているか（Purpose）がわかるように記載すること。２年間（博士後期に進学希望の場合は５年間）で達成可能な目的であること、私の専門分野と一致することが必要です。

	先行研究
	その目的に関しこれまでどのような先行研究がなされ、残された課題はどのようなものであるかを明確にしてください。

	研究課題
	先行研究の残された課題を踏まえ、研究目的を達成するための研究課題（Research Questions）を具体的に箇条書きで書いてください。

	方法論
	類似の目的を持つ先行研究を踏まえ、あなたがどのような理論的枠組み（Theoretical Framework）や、方法論（Methodology）に依拠して研究を進めるかについて、書いてください。

	研究方法・分析方法
	1 研究目的を達成するための研究課題の１つ１つに対し、どのような方法・手続き（Methods）でデータを収集していくか、先行研究などを踏まえ、具体的に（いつ、どこで、だれを対象に、どのように、など）書いてください。
2 また、集めたデータに対しどのような分析を行うか、分析方法もできるだけ具体的に書いてください。

	予想される結果・研究意義など
	1 それぞれの研究課題に対し予想される結果がどのようなものであり、その結果、あなたの研究目的が最終的にどのように達成されるか書いてください。
2 また当該の研究分野にどのような貢献ができるか、書いてください。


